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博乙第 4257 号  
平成20年6月30日  

博士の学位論文提出者  
（学位規則第4条第2項該当）  

学位論文題 目  NovelMagnetic ResonanceImaging Evaluation for  
ValgusInstability of the Knee Caused by Medial  
CollateralLigamentInjury  

（膝内側側副靭帯損傷における膝外反不安定性の新しい  
MRI評価法）   

論文審査委員  教授 金澤 右 教授 大塚 愛二 准教授 難波 祐三郎  

学 位 論 文 内 容 の 要 旨   

膝内側側副靭帯（MCL）損傷における膝外反不安定性の評価法にMRI画像を  

使用した方法は現在までに報告がなく、我々はMRI画像を利用したまったく新  

しい計測方法（MCLinstabilityratio）を独自に考案した。その計測方法と臨床  

膝外反不安定性との関連性を検討すべく、徒手的な技法として従来から広く臨  

床的に使用されているHughstonandRilers分類との相関関係を、膝内側側副  

靭帯損傷を受傷した24例について検討した。また対照比較として近年一般的に  

使用されているMRI分類のMinkandDeutsch分類およびPetermann分類と  

HughstonandEilers分類との相関関係を検討した。HughstonandEilers分類  

とMCLinstabilityratioとの間には統計学的相関関係を認めた（P＝0．0006）が、  

MinkandDeutsch分類およびPetermann分類ともにHughstonandEilers分  

類とは統計学的相関関係は認められなかった（P＞0．05）。MCLinstabilityratio  

は臨床膝外反不安定性を良好に反映しうる評価法であり、治療法を選択する上  

で非常に有用であると考えられた。  

論 文 審 査 結 果 の 要 旨  

本研究は膝内側側副靭帯損傷の膝外皮不安定性の評価について従来報告のなかっ  

たMRI画像におけるMCLinstabilityratioを用いて検証したものである。その  

結果、理学的所見であるHoughstonandEilers分類とMCLinstabilityratioは  

良好な相関関係があることが明らかとなり、一方従来MRI画像の評価に用いら  

れてきたMink andDeutsch分類ならびにPetermann分類は相関性のないこと  

も明らかになった。HoughstonandEilers分類が患者に侵襲製の高い負荷を加え  

ながら行われる理学的検査であることを考えると、侵襲的ではないMRI画像評  

価で膝内側側副靭帯損傷の治療指針を決定できる可能性を科学的に示した研究で  

あり価値ある業績であると認められる。  

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   


